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要旨

高速道路における車の流れを一次元セルオートマトンモデルによって計算機シミュレー

ションを行う。セルオートマトン 1 8 4 （パラレルアップデイトによる一次元非対称排除

モデル）を拡張したニつのモデルを提案し、以下の問題を取り扱う。

Cl) 2車線道路におけるカーパンチングとスケーリング。

(2 ）交通渋滞形成に及ぼす車の加速度の影響と平均場理論。

( 1) 2車線道路におけるカーパンチングとデパンチング

車密度が低い場合でも車が群がってくる現象（car bunching）がある。このようなカー

パンチングのモデル化を考える。 2車線道路を各車がその固有速度で走行するとする。も

し牽が隣の車線にシフトしないならば、高い匝有速度をもっ車は低し、固有速度をもっ車に

よってプロックされ、車は走行するに従ってクラスタリンク·＇（car bunching）を起こす。隣の

車線へのシフトを許すと、高い固有速度をもっ寧は低い固有速度をもっ寧に前方をフeロッ

クされたとき、高い速度の車は鱗の車線にシフトする。こうゅう車線のシフトによってカ

ーパンチングは緩和される。カーパンチングとデパンチングによるフローパターンを図 1

(a ）、 (b ）に示す。 (a ）は隣の車線へのシフトが禁止されている場合の時空間パタ

ーンである。 (b ）はプロックされた車がシフテング確率 0.3 で隣の車線へシフトする場

合のパターンである。

関 2 は車間距離の時間変化を、シフテング確率をパラメータとしてプロットしたもので

ある。シフテング確率がゼロのとき、車間距離は以下のようにスケールされる。

くs＞～t0.48±0.03 . (1) 

有限のシフテング聴率の場合、車間距離はデパンチング効果によって一定値に漸近する。

漸近値はシフテング確率によって以下のようにスケールされる。

<s>sat~Pexc·0.48± 0.03. (2) 
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また車間距離は以下のスケーリング則を示す。

くs＞～Pexc・0.48f(tp附）， (3) 

ここで f(x）はスケーリング関数で、 x<<l に対して f(x)-x0.48、 x>>l に対して f(x）～const。
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このモデルは平均場理論を構築するのが簡単である。またこのモデルは particle hopping 

model と car following model を関係づける一つの方法としても考えられる。
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